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年度 2021 開講学期 前期 単位数 2 時間割コード Q252

授業科目名 情報基礎 担当教員名 宮川　洋一
授業科目名：英語 Basic Computer Science

重複科目名 　

セット科目名 　

開講情報

曜日 時限 時間割コード
【凡例】

●：当該科目

□：同時に履修すべき

　　科目（セット科目）

●１ 月 2 Q252
 
 
 

主な対象学生 教育学部 学校教育教員養成課程 小学校教育コース   1

科目の情報 科目の種別 教養教育科目 科目番号
主な使用言語 Japanese

履修上の条件 　

担当教
員情報

氏名（カナ） 宮川　洋一（ﾐﾔｶﾞﾜ ﾖｳｲﾁ）

担当教員名（英語） Yoichi Miyagawa

所属 教育学部
常勤・非常勤

研究室 教育系総合教育研究棟-116

公式サイト 岩手大学 研究者総覧：http://univdb.iwate-u.ac.jp/html/674_ja.html
researchmap：https://researchmap.jp/rs3y

個人サイト
相談可能時間 月曜日13:00-14:00

他の担当教員 　

キーワード 情報機器の操作（教育職員免許法施行規則第66条の6）、情報活用の実践力、情報セキュリティ、統計解析、数理データ

学位授与方針との関係 

この科目は，岩手大学「学位授与の方針：学士課程」におい
て，主に「６．情報リテラシー」・「多様な情報を適切かつ
モラルに則って収集・処理・分析し、その結果を有効に活用
できる」の達成に寄与しています。

学位授与の方針

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 技能・表現

30％ ％ 20％ 50％

授業の目的
本講義では，岩手大学のネットワークのしくみを理解し、端末機器を利用する方法を習得し，学生生活および今後の社会
生活に役立つ情報活用実践力の育成を図る。
また，近年重要視されている数理データサイエンスについて，簡単な統計解析について理解を深める。

到達目標

学内のネットワーク環境について理解し，情報の収集ができるようになるとともに，ワープロ，表計算，プレゼンテー
ション各ソフトウェアを活用して，情報を処理して表現し，発信できるようになる。
情報システムの特性やヒューマンエラーに着目した事例を学び，情報セキュリティについて意識を高める。
簡単な統計解析について理解を深め，表計算アプリを活用したデータ分析ができるようになる。

授業の概要

岩手大学のネットワークを有効に活用し，今後の学生生活，社会生活に役立つように，基本的なアプリケーションソフト
ウェアの活用についてそれぞれ演習を中心として実施する。
情報社会で被害者・加害者とならないよう、情報セキュリティ、情報モラルについても扱う。
なお，近年重要視されている数理データサイエンスについては，表計算アプリを活用して簡単な統計解析について理解を
深め，簡単なデータ分析ができるようになるための演習を行う。

実務経験の有無と
授業内容への反映

　

授業の形式 講義＋演習
状況に応じてオンライン講義となる場合がある。

授業時間外の学習/
予習・復習

提出課題が時間内にできない場合は、教室外での取り組みが必要となる。

詳細計画（各回または週の具体的な授業内容、目標など） 
回／週 授業内容 予習・復習 備考

1

本授業のオリエンテーション（授業の概要，評
価方法の確認，学内ネットワーク利用の諸注
意）
レディネステスト，ネットワークログオンにつ
いて扱う。

テキストpp.166-168のパスワードの付
け方，pp.229-235のアカウントの登録
方法

　

2

［情報サイエンス・リテラシー系］
コンピュータの基本構造について解説するとと
もに，自己評価のためのスキルチェックリスト
を実施する。
WebClassの利用方法（資料のダウンロードと
レボート課題の提出方法）の習得にための演習

テキストpp.1-24のコンピュータについ
て

　

3
［情報サイエンス・リテラシー系］
インターネット及び電子メールの仕組みを説明

テキストpp.202-207のWebメールにつ
いて

　



3 し，基本的な設定，送受信の演習を行う。

4
［情報サイエンス・リテラシー系］
基本的な情報セキュリティと情報倫理について
解説する。

テキストpp.161-187の情報セキュリ
ティと情報倫理，ソーシャルメディアの
活用について

教室を変更しての講義

5
［情報リテラシー系］
文書作成ソフトウェアとしてMS-Wordをとりあ
げ，その基本的な操作法の演習を行う。

テキストpp.74-95の文書作成(Word)に
ついて
提出課題1

　

6

［情報リテラシー系］
プレゼンテーションソフトウェアとしてMS-
PowerPointを取り上げ，その基本的な操作法
の演習を行う。

テキストpp.96-111のプレゼーテーショ
ン(PowerPoint)
提出課題２

　

7

［情報リテラシー系］
表計算ソフトウェアとしてMS-Excelをとりあ
げ，その基本的な操作法の演習を行う。
MS-Excelの簡単な論理関数を解説するととも
に，用意した課題に取り組む。

テキストpp.32-53の表計算(Excel)につ
いて
提出課題3

　

8

［情報リテラシー系］
MS-Excelのピポットテーブル機能（データベー
ス，クロス集計表等）を解説するとともに，演
習に取り組む。

テキストpp.54-59の表計算(Excel)につ
いて
提出課題４

　

9
［情報リテラシー系］
MS-Excelの簡単なマクロを活用した成績表の作
成に取り組む。

テキストpp.60-73の表計算(Excel)につ
いて
提出課題５

　

10

［数理データサイエンス系］
ヒストグラム，平均値等の各種代表値，標準化
データ，偏差，分散等をテーマとして，MS-
Excelの演習に取り組む。

講義にて配付される資料の復習及び演習
課題
授業中に終えられなかった演習課題

　

11
［数理データサイエンス系］
相関関係，回帰分析をテーマとして，MS-Excel
の演習に取り組む。

講義にて配付される資料の復習及び演習
課題
授業中に終えられなかった演習課題

　

12
［数理データサイエンス系］
母集団と標本との関係，中心極限の定理をテー
マとして，MS-Excelの演習に取り組む。

講義にて配付される資料の復習及び演習
課題
授業中に終えられなかった演習課題

　

13
［数理データサイエンス系］
確率と確率分布（特に正規分布）をテーマとし
て，MS-Excelの演習に取り組む。

講義にて配付される資料の復習及び演習
課題
授業中に終えられなかった演習課題

　

14 本講義の総括および試験を行う。 試験内容の復習 　

15 　 　 　

16 　 　 　

17 　 　 　

18 　 　 　

成績評価の
方法と基準

評価方法 割合
評価観点

関心・意欲 知識・理解 技能・表現 思考・判断

平常点 20% ○

テスト 30% ○

課題 50% ○ ○

評価の基準（具体的に）

平常点・・・２０点
・教免法必修である「情報機器の操作」２単位の科目に該当するので，出席を重視し，欠席については１回につき４点減点（オンラインと
なった場合は除く）。
・課題作成に熱心に取り組んでいる。
※平常点が０点になったところで，単位認定（合格認定）しません。
テスト・・・３０点
・各回で扱った内容について理解できているか、定着しているかをチェックする。
・学期末に小テストを実施する。未受験の場合は，単位認定（合格認定）しません。
課題・・・５０点
・文書作成、表計算、プレゼンテーション等の各ソフトウェアを用いての課題提出状況およびその完成度

履修における留意点
・実習もあるので，出席を重視します。５回以上の欠席は，単位認定（合格認定）しません（オンラインとなった場合は
除く）。
・学期末のテストを受けない場合は，「０点」ではなく，単位認定（合格認定）しません。

教科書 / 教材 岩手大学情報教育教科書編集員会、情報基礎　コンピュータの基本操作と情報活用術　新装（改訂版）、学術図書出版株
式会社、2017年

参考文献 　

コースリザーブ図書 　


